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ユニバーサルデザイン教育カリキュラムのための基礎研究（その５）
─ カリキュラム到達度指標の研究 ─
清田　哲男
　本稿は，「ユニバーサルデザイン教育カリキュラムのための基礎研究」の継続研究である。
本研究は，創造性を育む過程で，児童・生徒が社会や地域と出会う美術教育を実践するため
の教育カリキュラムの構築を目指している。UDによる個の尊重などの視点を取り入れるこ
とで，児童・生徒の自己理解を深めるだけでなく，他者や自然環境を深く見つめることで，
共感性の幅も広める。
　本稿は，カリキュラムを実践するにあたり，小学校から高等学校までの成長過程で，培う
べき児童・生徒の力をある程度明確にするため，「自己を深める」，「共感性」，「深く見る」，「社
会参画意識」の四つの視点から，先行研究等を基に達成度指標を作成した。
Keywords：ユニバーサルデザイン，到達度指標，共感性，社会参画，美術教育
１　研究の動機と目的
　本研究は，ユニバーサルデザイン（以下UDと表
記）の概念を基軸に，児童・生徒が主体的に地域社
会で新たな価値や課題を発見し，それらを達成，克
服するための学習に取り組む美術教育カリキュラム
の開発を目指すものである。他者への思いや願い，
環境や地域への観察を通した課題の発見，解決の意
欲や創造性を高める美術教育を，地域社会との出会
いの中で実践するための本カリキュラムを通して，
確かな学力と実践力を伴った豊かな心と，それに伴
う創造性を培うことが研究の根幹にある。
　また，2000年より総合的な学習の時間が始まり，
課題発見・解決型学習が学校教育現場で実践されて
きた。その実践にあたっては，児童・生徒一人ひと
りが生涯にわたり，世界や地域社会の一員として，
平和で豊かな社会をめざし，主体的，創造的に取り
組めるための学習目標を考えることが必要になろう。
　そこで，美術教育を中核として，学校教育内での
連携，地域学習活動との連動によって，児童・生徒
へ「課題を解決するために必要な思考力，判断力，
表現力その他の能力を育み，主体的に学習に取り組
む態度を養う」ための学習カリキュラムの構築を目
指すこととした。
　2009年から2014年までを第一次研究として，UD
の概念を取り入れた題材によって構成した「試行用
UD学習カリキュラム（以下，「試行カリ」と表記）」
を構築し，カリキュラムの概要と具体的な題材をま
とめた冊子を作成の上，広く授業実践者の連携を試
みた。2015年から第二次研究として，試行カリを
実践，修正し，検討を重ねている。小学校から高等
学校までの長期間にわたる学習カリキュラムの構築
とその妥当性，教育現場での有効性の検討である。
　本稿では，社会の中で創造性を育む美術教育にお
いて，児童・生徒に培いたい力を授業実践協力者が
理解しやすいよう，児童・生徒の実態に合わせた学
習目標としての評価規準を段階別の達成度指標の組
み立てとして行う。
２　本研究での児童・生徒に育みたい力
⑴第一次研究からの基底理念
　第一次研究から本研究の基底概念として，Ronald 
Maceが1985年に提唱したUDの概念１）に注目して
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きた。その理由として，UDの概念が世界中のすべ
ての人を個として尊重し，その上でより幸福な社会
実現のため，身近な環境からの気づきによって課題
を発見し，解決を目指す構造を素地として有してい
たからである２）。
　さらに，1997年に「子どもの社会参画」を提唱
したRoger A. Hartは，児童・生徒の社会参画では
主導・主体性・自主性を尊重した上で，「主体的な
参画に責任を持ち，課題に気づき，地域で行動し，
解決に向けて考える」アクション・リサーチ・プロ
セス（Action Research Process：ARP）で参画する
力を高めることを期待している３）。
　イエール大学でデザインを指導していたPaul 
Randも芸術は切り離された場所にあるのではなく，
日常の至る所にあると考え，高等教育でのデザイン
指導でも，John Deweyの思想を重視していると述
べている４）とおり，「経験の連続的改造（continuous 
reconstruction of experience）」 ５）の理念がUDによ
る学びのカリキュラムには不可欠である。現在の社
会での経験の連続の先に児童・生徒の将来，社会の
将来があり，かつ環境との相互作用を通して思考を
働かせる６）学びの構造だからである。
　そして，児童・生徒の社会への参画意識は共感性
の醸成が欠かせない。博物館キュレーターのEllen 
Luptonも，他者への共感性は，18世紀の産業革命以
降から2000年代の「市民参加（Public Participation）」
の枠組みを構成する重要な一要素である７）と述べて
いるとおり，共感による他者理解は，創造的な制作
をとおして社会参画意識を高めるのである。
　このように，第一次研究では，自然や環境を深く
見ることから，表現活動，鑑賞活動の繰り返しによっ
て，共感性を育み，社会参画意識の高まりを支える
学習構造を考えることとした。身のまわりの形や色，
素材等を「深く見る」ことを通した学習は，小学校
図画工作科，中学校美術科の学びの特性でもある。
⑵第一次研究での育みたい力のモデル
　第一次研究では児童・生徒に理解しやすいよう
UDの概念を≪やさしさ≫と置き換え，ARPに組み
入れた学習モデル（図１）を作成し，小・中学校の
授業実践協力者と共に「試行カリ」でつけたい力の
カリキュラムデザインを行った８）。
　≪やさしさ≫を「考える−見つける−表現する−
伝える」を小学校高学年，中学１年，中学２・３年
と繰り返して学習することで，図２のような力を育
むことを念頭に育みたい力，学習目標の方向性を整
理した９）。
⑶第一次研究「試行カリ」での課題と検討
　このように，「試行カリ」を冊子にまとめ，広く
授業実践が可能なように配布を行った。その結果，
実践者から「共感性を育むことを目的」とした実践
の報告が増えてきた。美術教育の学習目標はあくま
で，表現による主題の生成のための発想や構想をす
る力を育んだり，主題を表現するための技能を定着
したりすることである。これらの学習目標を達成の
過程で，育むべき視点として「共感性」や「深く見
る力」，「社会参画」が必要となるのである。
　さらに，課題として，「試行カリ」での実践での
多くは「他者のため」「社会のため」の題材設定が
多く，本来重視すべき「自己」を軽視した題材が多
く見られた。
⑷自己を重視した第二次研究で育む四つの視点
　そこで，美術教育で自己を高めたり，深めたりす
図１　UDの概念とARPを組み合わせた第一次研究
での学習モデル
図２　第一次研究における各ユニットの学習目標の
方向性
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ることから始まる共感性，社会参画意識を育成する
カリキュラムのために再検討を行った。そして，「自
己の深まり」に，これまでの「共感性」や「深く見
る力」，「社会参画」を加えた四つの「視点」によっ
て構成することとした。
　これらの視点は，特別な教科「道徳科」で児童・
生徒の道徳性を分類整理する四つの視点に呼応させ
ている。四つの視点とはそれぞれ，主として，「自
分自身に」，「他の人とのかかわりに」，「自然や崇高
なものとのかかわりに」，「集団や社会とのかかわり
に」に関することである。これらの呼応の理由は，
他教科や，異校種間での連続した学びを実践するた
めの，共有項目としての機能が期待できると考えた
からである。
３　視点「自己の深まり」の達成度指標
⑴「自己の深まり」の考え方
　学習指導要領解説道徳編での「主として自分自身
に関すること」の視点では，「自己を見つめ，自己
の向上を図るとともに，個性を伸ばして充実した生
き方を追求する」10）など美術の授業でも培う要素
が含まれている。
　自己受容の説明としては「自己の欠点や短所に偏
ることなく，かけがえのない自己をまずは肯定的に
とらえる」であり，自己理解は「自己との優れてい
る面などの発見につとめ，自己の対話を深めつつ，
さらに伸ばしていく」ことであると示されている11）。
さらに，同要領では，これらの自己の捉え方を，生
徒相互の信頼関係の中で高めていくことが示されて
いる。
　ここで示されている自己受容は，高垣の述べる「共
感的（共生的）自己肯定感」とほぼ同義である。高
垣は「自分が世界に二つとない，かけがえのない人
生と生きていることに基づく自己肯定感であり，そ
のかけがえのなさに共感しあえる自己肯定感」12）
と述べている。「身近な人間」に「苦しみを共感され，
ありのままを受け入れられるような共感的な人間関
係」13）の中でこそ膨らむため，他者との共感が自
己受容に大きく関わることとなる。
　さらに，同要領で，繰り返し述べられているのは，
目標を掲げ，その達成のため諦めずに遂行する力の
涵養である。
　このように，自己を深めることで，美術の表現行
為の根源である「内面の表出」14）をしやすくさせ
る目的もある。なぜなら，表現の営みが仮に内面の
課題であったとしても，それら内面の課題を含んだ
児童・生徒は，社会の中で成長するからである。美
術教育が個性の尊重を謳いつつ，表現によって外界
や他者，社会との関係が密接になるのであれば，造
形表現を介して，UDの概念である自他，社会の中
の「個の尊重」を思考し，よく生きるために社会へ
と向かう姿勢を美術教育で醸成できると考えたので
ある。
⑵「自己の深まり」の達成度指標
　これらの自己理解，自己受容，共感的自己肯定感
等に至る自分自身に関する心の成長を学習指導要領
の言葉を活用しつつ，育成したい力として表1の到
達度指標に明確にした。
　表１の到達度指標は，カリキュラムの中で，児童・
生徒たちの実態に合わせ，呼応する題材における学
習目標に達成するために，どのような力を培うため
の授業であるかなど，授業アセスメントとして使用
するものであり，児童・生徒の評定を直接示すため
の指標としては想定していない。
　表１の左端にある段階を示す数字は，児童・生徒
の実態に合わせて現状の段階から一段ずつ上らせる
ことを意図している。文言からも分かるように，下
段の視点に，さらに育みたい力を積み上げるよう設
定している。
　例えば，児童・生徒の実態が４段階であれば，本
題材でのめざす指標は５段階ということになる。同
じ中学２年であっても，Ａ中学校では３段階の指標
をめざすが，Ｂ中学校では６段階をめざす等，段階
は学年を示すものではない。また，同じ５段階の題
材でも，ある学校は中学１年，別の学校では小学６
年で実践することも考えられる。
　無論，「自己の深まり」の視点だけで授業をする
わけではない。一つの題材の中に，後述の「共感性」
や「深く見る」，「社会参画」に関する学びの視点が
入ってくる。ただし，同じ児童・生徒に対して， 四
つの力すべてが同じ段階の実態でなく，「深く見る」
は５段階でも，「共感性」は７段階である場合も考
えられる。
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表１：「自己を深める」の到達度指標
キーワード
「自己を深める」達成度指標
（下線部は，下の段階の指標と異なる表現。）
９
目標の独創
性とよりよ
い生き方の
追求
自主的に考え，誠実に実行してその結果
に責任を持つことができる。
独創性のあるよりよい目標を設定し，そ
の達成を目指し，困難や失敗を乗り越え
てやり遂げる。
自己の欠点や短所の追求に偏ることなく，
自己を肯定的に捉え，自己との対話を深
めつつ，個性を伸ばし充実した生き方を
追求できる。
８自己との対
話と生き方
の追求
自主的に考え，誠実に実行してその結果
に責任を持つことができる。
よりよい目標を設定し，その達成を目指
し，困難や失敗を乗り越えてやり遂げる。
自己の欠点や短所の追求に偏ることなく，
自己の優れている面などを発見し，自己
との対話を深めつつ，個性を伸ばすこと
ができる。
７
多面的な自
己理解に基
づく自己受
容と個性の
伸長
自主的に考え，誠実に実行できる。
よりよい目標を目指し，困難や失敗を乗
り越えてやり遂げる。
自己の欠点や短所の追求に偏ることなく，
自己の優れている面などを発見し，個性
を伸ばすことができる。
６自己受容と
個性の伸長
自由を大切にし，自律的に判断し，より
よい目標を立て，希望を持ち，困難があ
っても努力して物事をやりぬく。
自分の特徴を知って，短所を改め長所や
個性を伸ばすことができる。
５自律的な目
標設定と自
己受容
自律的に判断し，より高い目標を立て，
希望を持ち，困難があっても努力して物
事をやりぬく。
自分の特徴を知って，短所を改め長所を
伸ばすことができる。
４よりよい目
標と自己の
伸長
自分で判断し，より高い目標を立て，困
難があっても努力して物事をやりぬく。
自分の特徴を知って，長所を伸ばすこと
ができる。
３目標の決定
と自己の伸
長
自らよいと思うことや，自分のやろうと
決めた目標に向かって，意志を持ってや
り抜く。
自分の特徴に気づき，長所を伸ばすこと
ができる。
２自己への気
づき
自らよいと思うこと，自分のやるべきこ
とをしっかり行うことができる。自分の
特徴に気づき、素直に伸び伸びと表現が
できる。
１
素直な表現
自分の感じたことを、素直に伸び伸びと
表現ができる。
⑶「自己の深まり」の段階設定
　主に三つ力が内包している。
　一つ目は自分のよいと思うことを自己決定し，決
定したことを目標としてやり遂げる力，二つ目は，
自分の特徴や個性等ポジティブな面を伸ばす等，自
己を理解する力，三つ目は，自己の短所，失敗も受
け入れられる等ネガティブな面を受容する力であ
る。
　前述で，それぞれの段階は学年を示していないと
したが，概ねの想定として，第５段階から第８段階
を中学校と想定し，呼応する題材を設定している。
小学校は第１段階から第６段階あたりまで，高等学
校は，第８段階・第９段階である。
　第６段階に，「将来」の夢を想定できる小学校高
学年以上の設定を想定している。また，青年期の発
達課題を基に，中学３年の進路選択の時期に「失敗
を乗り越える」力をつけることや，高校で，完成期
としての「独自性」が表れることを想定して設定し
ている。
４　視点「共感性」の達成度指標
⑴「共感性」の考え方
　共感の発達について，Martin L. Hoffmanによれ
ば15），発達初期は，自他意識が未分化であり，自分
中心に苦痛を軽減しようとする自己中心的な共感
で，他者の内的状態を自分のものと同一であると考
えてしまう傾向があるという。認知的な発達に伴い，
相手の立場になって相手の感じ方を想像するといっ
た「役割取得」によって，他者の苦痛を軽減しよう
とするような他者志向的な共感へと質的に変化する
と述べている。これらの変化を，到達度指標で示す
ことを前提とした。
　大橋は，幼児期の描画表現時，保育者の働きかけ
に対しての反応について，Mark H. Davisの，共感
性の構造を多元的に捉えていることを挙げ，共感性
の多次元的視点からの対話記録を分析し，その析出
より，美術教育活動における表現と共感を相関させ
ることで，多次元的視点を持って教育することの重
要性を論じている16）。また，澤田は，児童，青年期
では，自己の内面に関心が向き，他者への関心が薄
れ，他者と距離を置く傾向があるため，共感的態度
が停滞するとしているが17），児童期の図画工作の授
業での様子を構造として捉えたのがAbraham 
Tesserの自己評価維持モデル（Self-Evaluation 
Maintenance model：SEM）で，他者への共感と自
己評価の関連性を明らかにしている18）。
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表２：「共感性」の到達度指標
キーワード
「共感性」到達度指標
（下線部は，下の段階の指標と異なる表現。）
９
多様な価値
や個性への
尊重を伴う
共感行動
それぞれの他者の個性や立場を尊重し，価
値ある存在として，多様な見方や考え方が
あることを理解し，思いやりをもって共感
できる。同じ目標達成に伴う，達成感や満
足感を共有し，他者の欲求と自身の欲求の
調整を行うことができる。
８
個性の尊重
と価値の多
様性への理
解
それぞれの他者の個性や立場を尊重し，価
値ある存在として，多様な見方や考え方が
あることを理解し，互いに信頼しあい，人
間関係を築き，悩みや葛藤も思いやりをも
って共感できる。
同じ目標達成に伴う，達成感や満足感を共
有し，他者の思いと自身の思いの違いを感
じながら集団活動ができる。
７他者の受容
と目標の共
有
他者を自分とは違った価値ある存在とし
て，相手の立場に立って，互いに信頼しあ
い，人間関係を築き，悩みや葛藤も思いや
りをもって受け止めることができる。
同じ目標達成をめざし，相手の考えを尊重
しながら物事をすすめることができる。
６相手を尊重
した人間関
係の構築
誰に対しても思いやりの心を持ち，相手の
立場に立って，互いに信頼しあい，広い心
で，人間関係を築き，尊敬と感謝の気持ち
と真心を持って接する。
同じ目標を持った活動に参加し，相手の考
えを尊重しながら物事をすすめることがで
きる。
５他者理解に
よる協働
誰に対しても思いやりの心を持ち，相手の
立場に立って，互いに信頼しあい誰に対し
ても尊敬と感謝の気持ちと真心を持って接
する。
同じ目標を持った活動に参加し，相談をし
ながら物事をすすめることができる。
４真心を持っ
た協働
相手のことを思いやり，互いに理解し，助
け合い，誰に対しても尊敬と感謝の気持ち
と真心を持って接する。
同じ目標を持った活動に参加し，相談をし
ながら物事をすすめることができる。
３他者の理解
と思いやり
相手のことを思いやり，互いに理解し，助
け合い，身近な人に尊敬と感謝の気持ちを
持って接する。
２尊敬と感謝
への気づき
身近にいる人に温かい心で接し，仲良く助
け合い，尊敬と感謝の気持ちを持って接す
る。
１気持ちの良
い応対
身近な人たちに明るく接し、多様な人との
関わりを持つ。
⑵「共感性」の達成度指標
　前述の「自己の深まり」と同様に，児童・生徒の
評定を出すためのものではなく，授業者が呼応する
題材の学習目標の中で共感性をどのように育むかを
示した，授業アセスメントである。第１段階から，
共感性の醸成によって，学びの姿が変容していく状
況を示している。出来ることを積み上げていく「自
己の深まり」の達成度指標に対し，必ずしも出来る
ことが積みあがっていくのではない。文言としては
授業実践者に分かりやすく，上段に進むにつれて「で
きること」を増やすことで示しているが，Hoffman
や澤田らが述べるとおり，小学校での「質的な変化」
や「共感的態度の停滞」等，児童・生徒の共感性に
関わる状況によって，図画工作科や美術科の授業で
の姿が全く違ってくることを前提としている。
　便宜的に，学習指導要領道徳編の「主に他者との
関係に関わること」の視点に記された文言を使用し
て構成しているが，授業実践者が実際の授業にあわ
せて，本達成度指標を変化させつつ，実際の運用に
沿った達成度指標を作り上げる必要がある。
⑶「共感性」の段階設定
　前述のとおり，小学校での共感性の「質的な変化」
を踏まえ，小学校では，表２の「共感性」到達度指
標において，第１段階から第５段階あたりまでとし
ている。今後，小学校の授業実践者によって，この
段階を増やすことを検討することとなる。
　中学校は第５段階あたりから第８段階あたりま
で，高等学校は第８段階あたりから第９段階までを
想定している。
　小学校高学年から中学校にかけて，同じ目標を
持って活動できることや，そのために，自分の思い
を大切にしながら，友達の考えを尊重できる共同制
作や相互鑑賞活動を，具体的な活動イメージによっ
て段階設定を行った。首藤らも，共感的関心である
思いやり行動の発達の支援として，複数生徒が共通
の目標を目指して協力し合う「協同」を挙げ，学校
教育課程内での必要性を説いている19）。
　高等学校では，所属する中間集団としての学校を
構成するメンバーが大きく変化し，社会への意識の
広がりを実感する中での表現・鑑賞活動のため，「多
様な見方」や「それぞれの他者の個性や立場」を考
えることを踏まえている。特に違う欲求を持つ他者
と，自己の欲求の調整を行いながら同じ目標に向
かって表現活動を行う中で，身のまわりすべての人
への思いやりを持ちながら，社会や人間関係を築い
ていく人間性を美術教育で目指していく。
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表１：「自己を深める」の到達度指標
キーワード
「自己を深める」達成度指標
（下線部は，下の段階の指標と異なる表現。）
９
目標の独創
性とよりよ
い生き方の
追求
自主的に考え，誠実に実行してその結果
に責任を持つことができる。
独創性のあるよりよい目標を設定し，そ
の達成を目指し，困難や失敗を乗り越え
てやり遂げる。
自己の欠点や短所の追求に偏ることなく，
自己を肯定的に捉え，自己との対話を深
めつつ，個性を伸ばし充実した生き方を
追求できる。
８自己との対
話と生き方
の追求
自主的に考え，誠実に実行してその結果
に責任を持つことができる。
よりよい目標を設定し，その達成を目指
し，困難や失敗を乗り越えてやり遂げる。
自己の欠点や短所の追求に偏ることなく，
自己の優れている面などを発見し，自己
との対話を深めつつ，個性を伸ばすこと
ができる。
７
多面的な自
己理解に基
づく自己受
容と個性の
伸長
自主的に考え，誠実に実行できる。
よりよい目標を目指し，困難や失敗を乗
り越えてやり遂げる。
自己の欠点や短所の追求に偏ることなく，
自己の優れている面などを発見し，個性
を伸ばすことができる。
６自己受容と
個性の伸長
自由を大切にし，自律的に判断し，より
よい目標を立て，希望を持ち，困難があ
っても努力して物事をやりぬく。
自分の特徴を知って，短所を改め長所や
個性を伸ばすことができる。
５自律的な目
標設定と自
己受容
自律的に判断し，より高い目標を立て，
希望を持ち，困難があっても努力して物
事をやりぬく。
自分の特徴を知って，短所を改め長所を
伸ばすことができる。
４よりよい目
標と自己の
伸長
自分で判断し，より高い目標を立て，困
難があっても努力して物事をやりぬく。
自分の特徴を知って，長所を伸ばすこと
ができる。
３目標の決定
と自己の伸
長
自らよいと思うことや，自分のやろうと
決めた目標に向かって，意志を持ってや
り抜く。
自分の特徴に気づき，長所を伸ばすこと
ができる。
２自己への気
づき
自らよいと思うこと，自分のやるべきこ
とをしっかり行うことができる。自分の
特徴に気づき、素直に伸び伸びと表現が
できる。
１
素直な表現
自分の感じたことを、素直に伸び伸びと
表現ができる。
⑶「自己の深まり」の段階設定
　主に三つ力が内包している。
　一つ目は自分のよいと思うことを自己決定し，決
定したことを目標としてやり遂げる力，二つ目は，
自分の特徴や個性等ポジティブな面を伸ばす等，自
己を理解する力，三つ目は，自己の短所，失敗も受
け入れられる等ネガティブな面を受容する力であ
る。
　前述で，それぞれの段階は学年を示していないと
したが，概ねの想定として，第５段階から第８段階
を中学校と想定し，呼応する題材を設定している。
小学校は第１段階から第６段階あたりまで，高等学
校は，第８段階・第９段階である。
　第６段階に，「将来」の夢を想定できる小学校高
学年以上の設定を想定している。また，青年期の発
達課題を基に，中学３年の進路選択の時期に「失敗
を乗り越える」力をつけることや，高校で，完成期
としての「独自性」が表れることを想定して設定し
ている。
４　視点「共感性」の達成度指標
⑴「共感性」の考え方
　共感の発達について，Martin L. Hoffmanによれ
ば15），発達初期は，自他意識が未分化であり，自分
中心に苦痛を軽減しようとする自己中心的な共感
で，他者の内的状態を自分のものと同一であると考
えてしまう傾向があるという。認知的な発達に伴い，
相手の立場になって相手の感じ方を想像するといっ
た「役割取得」によって，他者の苦痛を軽減しよう
とするような他者志向的な共感へと質的に変化する
と述べている。これらの変化を，到達度指標で示す
ことを前提とした。
　大橋は，幼児期の描画表現時，保育者の働きかけ
に対しての反応について，Mark H. Davisの，共感
性の構造を多元的に捉えていることを挙げ，共感性
の多次元的視点からの対話記録を分析し，その析出
より，美術教育活動における表現と共感を相関させ
ることで，多次元的視点を持って教育することの重
要性を論じている16）。また，澤田は，児童，青年期
では，自己の内面に関心が向き，他者への関心が薄
れ，他者と距離を置く傾向があるため，共感的態度
が停滞するとしているが17），児童期の図画工作の授
業での様子を構造として捉えたのがAbraham 
Tesserの自己評価維持モデル（Self-Evaluation 
Maintenance model：SEM）で，他者への共感と自
己評価の関連性を明らかにしている18）。
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５　視点「深く見る」の達成度指標
⑴「深く見る」の考え方
　自然や人工物を含めた社会環境を，見る，触る，
聞く，匂う等，視覚や触覚，聴覚，嗅覚をはじめと
した五感で感じ取り，感じ取ったことを相互作用さ
せて美しさや新たな価値を得ることは，児童・生徒
にとって重要である。深く見ることによって，小学
校学習指導要領道徳編で示された「自然の崇高さを
知り，美しいものに感動する心を持ち，生命の連続
性，有限性を含めて理解し，尊重できる姿勢」20）
を育むことは道徳科のみならず，すべての学校教育
活動でめざすべき力の一つであろう。特に五感を通
して描画しようとする風景や対象物を観察し，画材
や粘土などの素材を用いて表現する活動は，図画工
作科や美術科の授業でも題材としてよく取り扱われ
ており，思いを感じたり，伝えたりする学びでは必
然だといえる。これらの学びをとおして，他者と共
感できたり，社会の課題を感じ取ったりできる資質
を育む。
　ただし，川﨑と麻生によれば，観察には「目の前
の具体的観察対象を，その背後にある『普遍』を求
める姿勢のもとに捉えようとする」科学的観察21）と，
「主観にうつる客観を捉え，また，そのように捉え
た客観を通して主観をとらえる，そのような往復運
動が生じるような」現象的観察22）があるとしてい
る。双方の観察のあり方が，科学，人文社会な領域
の事象や課題を包括的に捉える力となる。
⑵「深く見る」の達成度指標
　前述の「自己の深まり」，「共感性」と同様に，児童・
生徒の成績を決める評価基準としての段階ではな
い。授業者が，呼応する題材の学習目標の中で自然
や社会環境から五感をとおして感じ取り，美しい等
の価値を持つ児童・生徒の姿を示した，授業アセス
メントである。第１段階から，深く見ることによっ
て，自然や崇高なものへの姿勢の変容を示している。
　また，見て描くことに特化すれば，Rudolf 
Arnheimは，子どもは感覚的知覚の変わりに主知的
知識を用い，「見るものよりも知っているものを描
く」ことになると述べている23）。東山はその頃の主
知的で概念の強い要素から，観察によって客観的な
一般化された認識で表現するのは８歳前後からとし
ている （表３） 24）。これらのことから，五感による
観察での表現，概念から観察による表現への変化を
踏まえ，東山の子どもの絵の発達の流れを基準に，
小学校中学年から始めることを想定し，表４のよう
に到達度指標を構成した。
表３：思考や表現様式の推移（東山，1999）を基
に作成
図式期
（５～８歳くらい）
写実の黎明期
（８～11歳くらい）
写実期
（11～14歳くらい）
図式的な絵記号の
表現
矛盾があるがダイナ
ミックな表現 写実的表現傾向
平面的・羅列的案
画面構成
矛盾のある重なり，
立体，奥行き表現
重なり・立体感，遠
近など空間的画面構
成
自己中心的な思考 客観的な思考
思考錯誤的な活動 少しずつ見通しのある活動
見通しを持った計画
的な活動
漠然とした全体知
覚が優勢 部分知覚が優勢
部分知覚と全体知覚
が統合
⑶「深く見る」の段階設定
　遠藤がErik H.Eriksonの発達課題を基に1999年
にまとめた，「人間の発達課題と美術教育とのかか
わり」によると25），諸感覚や，観察や見つめること
については，発達段階で顕著な変化が二回見られる。
10歳前後での諸感覚の発達と観察表現への関心，
15歳前後での写実欲求の増大である。さらに遠藤は，
中学２年から高校１年までの思春期にかけて，観察
力が発達し，主題が明確化する段階としている。 
造形教育活動における中心的課題としては，客観的
（写実的）表現欲求の増大，心情的観察と客観的観
察の重視等を挙げている。さらに，思春期以降，論
理的思考に基づく知的表現力の発達と，表現効果の
理解や計画性の発達により，目的を持った表現活動
の姿勢が見られるとしている。
　以上のことより，段階の想定として，表４の第１
段階から第３段階あたりにかけて小学校中学年，第
３段階あたりから第５段階あたりまでを高学年，第
４段階あたりから第７段階までを中学校，第７段階
あたりから，第９段階までを高等学校として設定し
た。
　「深く見る」では，五感をとおして見る姿勢と，
五感で感じたことに美しい等の価値付けをする姿勢
の二つの児童・生徒の姿を想定しているが，よく見
ることをとおした知識・理解として，自然や真理を
追究する姿勢が伴う。特に，第４段階以降，中学校
を想定した学びでは，生徒が真理の追究によって得
られた価値や主題ついて，造形要素を用いて表現で
きる状況をイメージした。また，深く見ることによ
る表現（写生やデッサン等）では，児童・生徒の技
能や能力の開きが大きい。そのため，小学校と中学
校の重なりの想定を大きくした。
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表４：「深く見る」の到達度指標
キーワード
「深く見る」到達度指標
（下線部は，下の段階の指標と異なる表現。）
９
自然の崇高
さへの尊重
と五感によ
る多様な感
受と表現
自然の崇高さを知り，美しいものに感動す
る心を持ち，生命の連続性，有限性を理解
し，尊重できる。
真理を探究し，新しいものを生み出そうと
努力する。
視覚や触覚など五感をとおして，深く感じ
取った自然や対象物から生活や生命などの
イメージを，造形要素を用いて主体的に，
多様に表現しようとする。
８
自然の崇高
さへの尊重
と五感によ
る深い感受
自然の崇高さを知り，美しいものに感動す
る心を持ち，生命の連続性，有限性を理解
し，尊重できる。
真理を探究し，新しいものを生み出そうと
努力する。
視覚や触覚など五感をとおして，深く感じ
取った自然や対象物から生活や生命などの
イメージを，造形要素を用いて主体的に表
現しようとする。
７
自然の崇高
さへの気づ
きと五感を
とおした主
体的な表現
自然の崇高さを知り，美しいものに感動す
る心を持ち，真理を探求しつつ，生命のか
けがえのないつながりを理解し，尊重でき
る。
視覚や触覚など五感をとおして，感じ取っ
た自然や対象物から生活や生命などのイ
メージを，造形要素を用いて主体的に表現
しようとする。
６
生命のつな
がりへの尊
重と五感に
よるイメー
ジの広がり
自然の偉大さを知り，美しいものに感動す
る心を持ち，真理を大切にしつつ，生命の
かけがえのないつながりを理解し，尊重で
きる。
視覚や触覚など五感をとおして，感じ取っ
た自然や対象物から生活や生命などのイ
メージを，色やかたち等で主体的に表現し
ようとする。
５真理への尊
重と五感に
よる表現
自然の偉大さを知り，美しいものに感動す
る心を持ち，真理を大切にしつつ，生命の
尊さを理解できる。
視覚や触覚など五感をとおして，感じ取っ
た自然や対象物などのイメージを，色やか
たち等で主体的に表現しようとする。
４
視覚に基づ
いたイメー
ジと主体的
な表現
自然の素晴らしさや美しいものに感動する
心を持ち，生命を大切にできる。においや
触ったことなどから感じ取ったことを踏ま
え，視覚的に捉えた，自然や対象物などの
イメージを，色やかたちで主体的に表現し
ようとする。
３自然への尊
重と概念へ
の価値づけ
自然の素晴らしさや美しいものに感動する
心を持ち，生命を大切にできる。
自然や対象物への概念に対して，見たこと，
感じ取ったことを，色やかたちとして価値
を加えようとする。
２自然への親
しみ
身近な自然に親しみ，美しいものに触れ，
生きることの素晴らしさを知る。自然や対
象物に対して，新たな価値を加えることが
できる。
１生きること
への喜び
身近な自然に触れ、日々の生活経験を通し
て生きていることへの喜びを感じることが
できる。
６　視点「社会参画意識」の達成度指標
（１）「社会参画意識」の考え方
　子どもの社会参画提唱をしたHartは，子どもの
参画においては主導・主体性・自主性を尊重し，「参
画のはしご」（The Ladder of Participation）として，
図3のように子どもの様々な社会参画への形態を8
段階に分けている26）。
図３　Hartの「参画のはしご」（TheLadderof
Participation）（Hart，1997）を基に作成
　４，５，６段目は，「大人による環境の整備による
参画」，７，８段目は子どもが主導する社会参画と
なっている。上段であるほど，子どもが主体的な参
画に責任を持ち，問題に気づき，地域で行動し，解
決に向けて考えることが期待されている。上段にお
ける社会参画は，大人が準備したことに参加するの
でなく，生徒が主体的にARPで参画する力をつけ
ることが期待されている。本稿では，Hartの理論
を中核に，社会参画意識の到達度指標を表５のよう
に作成した。
　また，本稿での達成度指標全体も，Hart同様，児
童・生徒が美術教育の学習の中で，主体的に次の段
階に進めるよう，教員で「はしご」としてのカリキュ
ラムを，各段での児童・生徒の姿のイメージとして
到達度指標を設定した。そして，各段階を上がりた
いと思う意欲をそれぞれの授業や題材で高める。
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５　視点「深く見る」の達成度指標
⑴「深く見る」の考え方
　自然や人工物を含めた社会環境を，見る，触る，
聞く，匂う等，視覚や触覚，聴覚，嗅覚をはじめと
した五感で感じ取り，感じ取ったことを相互作用さ
せて美しさや新たな価値を得ることは，児童・生徒
にとって重要である。深く見ることによって，小学
校学習指導要領道徳編で示された「自然の崇高さを
知り，美しいものに感動する心を持ち，生命の連続
性，有限性を含めて理解し，尊重できる姿勢」20）
を育むことは道徳科のみならず，すべての学校教育
活動でめざすべき力の一つであろう。特に五感を通
して描画しようとする風景や対象物を観察し，画材
や粘土などの素材を用いて表現する活動は，図画工
作科や美術科の授業でも題材としてよく取り扱われ
ており，思いを感じたり，伝えたりする学びでは必
然だといえる。これらの学びをとおして，他者と共
感できたり，社会の課題を感じ取ったりできる資質
を育む。
　ただし，川﨑と麻生によれば，観察には「目の前
の具体的観察対象を，その背後にある『普遍』を求
める姿勢のもとに捉えようとする」科学的観察21）と，
「主観にうつる客観を捉え，また，そのように捉え
た客観を通して主観をとらえる，そのような往復運
動が生じるような」現象的観察22）があるとしてい
る。双方の観察のあり方が，科学，人文社会な領域
の事象や課題を包括的に捉える力となる。
⑵「深く見る」の達成度指標
　前述の「自己の深まり」，「共感性」と同様に，児童・
生徒の成績を決める評価基準としての段階ではな
い。授業者が，呼応する題材の学習目標の中で自然
や社会環境から五感をとおして感じ取り，美しい等
の価値を持つ児童・生徒の姿を示した，授業アセス
メントである。第１段階から，深く見ることによっ
て，自然や崇高なものへの姿勢の変容を示している。
　また，見て描くことに特化すれば，Rudolf 
Arnheimは，子どもは感覚的知覚の変わりに主知的
知識を用い，「見るものよりも知っているものを描
く」ことになると述べている23）。東山はその頃の主
知的で概念の強い要素から，観察によって客観的な
一般化された認識で表現するのは８歳前後からとし
ている （表３） 24）。これらのことから，五感による
観察での表現，概念から観察による表現への変化を
踏まえ，東山の子どもの絵の発達の流れを基準に，
小学校中学年から始めることを想定し，表４のよう
に到達度指標を構成した。
表３：思考や表現様式の推移（東山，1999）を基
に作成
図式期
（５～８歳くらい）
写実の黎明期
（８～11歳くらい）
写実期
（11～14歳くらい）
図式的な絵記号の
表現
矛盾があるがダイナ
ミックな表現 写実的表現傾向
平面的・羅列的案
画面構成
矛盾のある重なり，
立体，奥行き表現
重なり・立体感，遠
近など空間的画面構
成
自己中心的な思考 客観的な思考
思考錯誤的な活動 少しずつ見通しのある活動
見通しを持った計画
的な活動
漠然とした全体知
覚が優勢 部分知覚が優勢
部分知覚と全体知覚
が統合
⑶「深く見る」の段階設定
　遠藤がErik H.Eriksonの発達課題を基に1999年
にまとめた，「人間の発達課題と美術教育とのかか
わり」によると25），諸感覚や，観察や見つめること
については，発達段階で顕著な変化が二回見られる。
10歳前後での諸感覚の発達と観察表現への関心，
15歳前後での写実欲求の増大である。さらに遠藤は，
中学２年から高校１年までの思春期にかけて，観察
力が発達し，主題が明確化する段階としている。 
造形教育活動における中心的課題としては，客観的
（写実的）表現欲求の増大，心情的観察と客観的観
察の重視等を挙げている。さらに，思春期以降，論
理的思考に基づく知的表現力の発達と，表現効果の
理解や計画性の発達により，目的を持った表現活動
の姿勢が見られるとしている。
　以上のことより，段階の想定として，表４の第１
段階から第３段階あたりにかけて小学校中学年，第
３段階あたりから第５段階あたりまでを高学年，第
４段階あたりから第７段階までを中学校，第７段階
あたりから，第９段階までを高等学校として設定し
た。
　「深く見る」では，五感をとおして見る姿勢と，
五感で感じたことに美しい等の価値付けをする姿勢
の二つの児童・生徒の姿を想定しているが，よく見
ることをとおした知識・理解として，自然や真理を
追究する姿勢が伴う。特に，第４段階以降，中学校
を想定した学びでは，生徒が真理の追究によって得
られた価値や主題ついて，造形要素を用いて表現で
きる状況をイメージした。また，深く見ることによ
る表現（写生やデッサン等）では，児童・生徒の技
能や能力の開きが大きい。そのため，小学校と中学
校の重なりの想定を大きくした。
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表５：「社会参画意識」の到達度指標
キーワード
「社会参画意識」到達度指標
（下線部は，下の段階の指標と異なる表現。）
９
社会構造と
文化の発見
と主体的な
解決
公平・公正な精神で社会参画の意識を高め，
我が国や他国および郷土の伝統と文化の多
様な価値を尊重し，愛し，発展させる意欲
が持てる。
自ら，地域や社会のしくみや課題の構造や
意味に気づき，適切な技法や技能を自ら考
えて選択し，解決しようとする。
８
社会構造や
文化の発見
と解決
公平・公正な精神で社会参画の意識を高め，
我が国や他国および郷土の伝統と文化の多
様な価値を尊重し，愛し，発展させる意欲
がもてる。
自ら，地域や社会のしくみや課題の構造や
意味に気づき，示唆された技法や技能を基
に自由に用いて，解決しようとする。
７
社会構造や
文化の理解
と解決の意
欲
公平・公正な精神で社会参画の意識を高め，
我が国や他国および郷土の伝統と文化を尊
重し，愛することができる。教師から提示
された地域や社会のしくみや課題の構造や
意味に気づき，自ら考えた技法や技能を用
いて解決しようとする。
６
社会構造や
文化の理解
をした参画
公平・公正な精神で社会参画の意識を高め，
我が国や他国および郷土の伝統と文化を尊
重し，愛することができる。教師から提示
された地域や社会のしくみや課題の構造や
意味に気づき，示唆された技法や技能を用
いて解決しようとする。
５
与えられた
役割の内容
を認識した
上での主体
的な参加
公平・公正な態度で集団や社会と接し，我
が国や他国および郷土の伝統と文化を大切
にする。
教師から提示された集団や地域や社会のし
くみや課題の構造や意味に気づき，主体的
に捉え，造形要素を踏まえて参加しようと
する。
４
社会の仕組
みを意識し
た主体的な
参加
公平・公正な態度で集団や社会と接し，我
が国や他国および郷土の文化を大切にす
る。
教師から提示された集団や地域や社会のし
くみの意味に気づき，主体的に捉え，造形
要素を踏まえて参加しようとする。
３
社会や文化
への理解に
基づく主体
的な参加
公平・公正な態度で集団や社会と接し，我
が国や郷土の文化を大切にする。
教師から提示された学校や地域の学習や行
事を主体的に捉え，造形要素を踏まえて参
加しようとする。
２
社会や文化
への愛着と
参加
自分の好き嫌いに捉われずに集団に接し，
郷土の文化に親しみ，教師から提示された
学校や地域の学習や行事に参加しようとす
る。
１
社会や文化
への気づき
と親しみ
様々な集団に接し、郷土の文化に触れ、教
師から提示された学校や地域の行事に参加
しようとする。
⑵「社会参画意識」の達成度指標
　これまで三つの視点と同様に，児童・生徒の評定
のためではなく，学習目標の中で社会参画意識がど
のように高まるのかを児童・生徒の姿によって示し
た，授業アセスメントである。本研究がUDの概念
を基軸にしているため，インクルーシブ社会をめざ
して公平・公正な精神での社会参画意識を，小学校
から高等学校までとおして育むことを前提としてい
る。
⑶「社会参画意識」の段階設定
　第１段階から第５段階までを教員による社会の課
題と解決のための手法を提示，第６段階・第７段階
は，社会の課題を教員が提示するが，解決の方法や
材料を，児童・生徒が考える。そして，第８段階・
第９段階では，社会の課題を見出すことも，解決に
向かう方法も生徒による学習を想定している。これ
は，「参画のはしご」の昇段による社会参画意識の
高まりをトレースしたものである。
　ただ，多様な共感性の感得がなされていない小学
校での社会参画意識を高めることは困難であり，第
１段階，第２段階あたりを想定し，表現活動をとお
して「社会のしくみ」を知ることを主としている。
また，第３段階から，小学校，中学校での地域の祭
り等の行事に参加する機会から，地域文化の理解を
ふまえた題材設定を想定している。
　第８段階・第９段階では，児童・生徒個人で地域
社会の中に入り，よりよい社会に向けての提案や，
改善の方向性を示す表現活動である。
７　おわりに
　本稿で，設定した四つの視点の到達度指標は，概
念上の指標であり，実際の授業での使用方法や，実
践する上で，児童・生徒の個々に沿うような活用方
法も今後，授業実践者と共に，検討し，修正，変更
を数年かけて行うことになる。
　到達度指標の授業実践で有効化できるよう今後研
究がすすめば，UD学習カリキュラムの評価規準も
本達成度指標から導き出すことも可能であろう。さ
らに美術教育だけでなく，平成30年度に施行され
る新学習指導要領における，三つの柱のうち，社会
に向けて，または人間性を高めるための，主体的・
対話的で深い学びに向かう力を醸成するすべての授
業としてのアセスメントとしての効果も期待でき
る。
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表５：「社会参画意識」の到達度指標
キーワード
「社会参画意識」到達度指標
（下線部は，下の段階の指標と異なる表現。）
９
社会構造と
文化の発見
と主体的な
解決
公平・公正な精神で社会参画の意識を高め，
我が国や他国および郷土の伝統と文化の多
様な価値を尊重し，愛し，発展させる意欲
が持てる。
自ら，地域や社会のしくみや課題の構造や
意味に気づき，適切な技法や技能を自ら考
えて選択し，解決しようとする。
８
社会構造や
文化の発見
と解決
公平・公正な精神で社会参画の意識を高め，
我が国や他国および郷土の伝統と文化の多
様な価値を尊重し，愛し，発展させる意欲
がもてる。
自ら，地域や社会のしくみや課題の構造や
意味に気づき，示唆された技法や技能を基
に自由に用いて，解決しようとする。
７
社会構造や
文化の理解
と解決の意
欲
公平・公正な精神で社会参画の意識を高め，
我が国や他国および郷土の伝統と文化を尊
重し，愛することができる。教師から提示
された地域や社会のしくみや課題の構造や
意味に気づき，自ら考えた技法や技能を用
いて解決しようとする。
６
社会構造や
文化の理解
をした参画
公平・公正な精神で社会参画の意識を高め，
我が国や他国および郷土の伝統と文化を尊
重し，愛することができる。教師から提示
された地域や社会のしくみや課題の構造や
意味に気づき，示唆された技法や技能を用
いて解決しようとする。
５
与えられた
役割の内容
を認識した
上での主体
的な参加
公平・公正な態度で集団や社会と接し，我
が国や他国および郷土の伝統と文化を大切
にする。
教師から提示された集団や地域や社会のし
くみや課題の構造や意味に気づき，主体的
に捉え，造形要素を踏まえて参加しようと
する。
４
社会の仕組
みを意識し
た主体的な
参加
公平・公正な態度で集団や社会と接し，我
が国や他国および郷土の文化を大切にす
る。
教師から提示された集団や地域や社会のし
くみの意味に気づき，主体的に捉え，造形
要素を踏まえて参加しようとする。
３
社会や文化
への理解に
基づく主体
的な参加
公平・公正な態度で集団や社会と接し，我
が国や郷土の文化を大切にする。
教師から提示された学校や地域の学習や行
事を主体的に捉え，造形要素を踏まえて参
加しようとする。
２
社会や文化
への愛着と
参加
自分の好き嫌いに捉われずに集団に接し，
郷土の文化に親しみ，教師から提示された
学校や地域の学習や行事に参加しようとす
る。
１
社会や文化
への気づき
と親しみ
様々な集団に接し、郷土の文化に触れ、教
師から提示された学校や地域の行事に参加
しようとする。
⑵「社会参画意識」の達成度指標
　これまで三つの視点と同様に，児童・生徒の評定
のためではなく，学習目標の中で社会参画意識がど
のように高まるのかを児童・生徒の姿によって示し
た，授業アセスメントである。本研究がUDの概念
を基軸にしているため，インクルーシブ社会をめざ
して公平・公正な精神での社会参画意識を，小学校
から高等学校までとおして育むことを前提としてい
る。
⑶「社会参画意識」の段階設定
　第１段階から第５段階までを教員による社会の課
題と解決のための手法を提示，第６段階・第７段階
は，社会の課題を教員が提示するが，解決の方法や
材料を，児童・生徒が考える。そして，第８段階・
第９段階では，社会の課題を見出すことも，解決に
向かう方法も生徒による学習を想定している。これ
は，「参画のはしご」の昇段による社会参画意識の
高まりをトレースしたものである。
　ただ，多様な共感性の感得がなされていない小学
校での社会参画意識を高めることは困難であり，第
１段階，第２段階あたりを想定し，表現活動をとお
して「社会のしくみ」を知ることを主としている。
また，第３段階から，小学校，中学校での地域の祭
り等の行事に参加する機会から，地域文化の理解を
ふまえた題材設定を想定している。
　第８段階・第９段階では，児童・生徒個人で地域
社会の中に入り，よりよい社会に向けての提案や，
改善の方向性を示す表現活動である。
７　おわりに
　本稿で，設定した四つの視点の到達度指標は，概
念上の指標であり，実際の授業での使用方法や，実
践する上で，児童・生徒の個々に沿うような活用方
法も今後，授業実践者と共に，検討し，修正，変更
を数年かけて行うことになる。
　到達度指標の授業実践で有効化できるよう今後研
究がすすめば，UD学習カリキュラムの評価規準も
本達成度指標から導き出すことも可能であろう。さ
らに美術教育だけでなく，平成30年度に施行され
る新学習指導要領における，三つの柱のうち，社会
に向けて，または人間性を高めるための，主体的・
対話的で深い学びに向かう力を醸成するすべての授
業としてのアセスメントとしての効果も期待でき
る。
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